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(54)【発明の名称】 電子内視鏡装置

(57)【要約】
【課題】  新旧機種の互換性を確保し、旧タイプの電子
内視鏡でも新タイプのプロセッサ装置に接続可能となる
ようにする。
【解決手段】  新タイプのプロセッサ装置に、入力画像
信号をＯＢＰによりクランプするクランプ回路１３、こ
のクランプ回路１３の出力を増幅するアンプ１４、この
クランプ回路１３及びアンプ１４とスルーラインＬとを
切り換える切換え回路１２を設け、旧タイプの電子スコ
ープが接続されたときは、マイコン１６により上記クラ
ンプ回路１３及びアンプ１４を選択し、ＣＤＳ／ＡＧＣ
回路６から出力された画像信号をクランプした後増幅
（ｂ／ａ倍）し、最大振幅ｂＶの画像信号を形成する。
このような信号処理レンジの調整によれば、旧タイプの
電子スコープの画像信号が新タイプのプロセッサ装置で
処理できることになる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  撮像素子を有する電子内視鏡を信号処理
形式の異なるタイプのプロセッサ装置に着脱自在に接続
する電子内視鏡装置において、
上記プロセッサ装置に、入力画像信号をオプティカルブ
ラックパルスによりクランプするクランプ回路と、この
クランプ回路の出力を信号処理レンジ調整のために増幅
する増幅回路と、この信号処理レンジ調整のための増幅
を選択的に切り換える切換え回路とを設け、
信号処理形式の異なるタイプの電子内視鏡が接続された
ことを検出したときに、上記切換え回路により上記信号
処理レンジの調整を実行することを特徴とする電子内視
鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は電子内視鏡装置、特
に新タイプの信号処理形式においても旧タイプの電子内
視鏡が使用可能となる互換性のあるプロセッサ装置の構
成に関する。
【０００２】
【従来の技術】電子内視鏡装置は、電子スコープ（電子
内視鏡）先端に配置された撮像素子、例えばＣＣＤ（Ch
arge Coupled Device）にて被観察体を撮像し、このＣ
ＣＤから出力された画像信号（ビデオ信号）をプロセッ
サ装置に入力し、このプロセッサ装置にて各種の画像処
理を施すことにより、モニタに被観察体画像を表示する
ものである。
【０００３】図４には、電子内視鏡装置の一例としての
概略構成が示されており、この電子スコープとプロセッ
サ装置はコネクタにより着脱自在に接続できるようにな
っている。図４において、電子スコープの先端側に対物
光学系１を介してＣＣＤ２が配置され、このＣＣＤ２に
は、Ｖ－ドライブ回路３が接続されており、このＶ－ド
ライブ回路３はプロセッサ装置側からの垂直ドライブパ
ルスに基づき駆動電圧をＣＣＤ２に与える。また、水平
ドライブパルス及び電源がプロセッサ装置側から直接Ｃ
ＣＤ２に供給される。
【０００４】一方、上記ＣＣＤ２から画像信号を比較的
長いスコープ挿入部内を通すための回路として、同軸伝
送線５、この伝送線５へ画像信号を供給するための入力
用トランジスタＴｒ、バイアス用抵抗Ｒ

1 
、抵抗Ｒ

2 
、

上記バイアス用抵抗Ｒ
1 
と同じ抵抗値の出力側抵抗Ｒ

3 

（Ｒ
1 
＝Ｒ

3 
）が設けられ、この伝送線５の出力はＣＤ

Ｓ（Correlated Double Sampling－相関二重サンプリン
グ）／ＡＧＣ（自動利得制御）回路６へ供給される。こ
のＣＤＳ／ＡＧＣ回路６は、サンプリングパルス、ホー
ルドパルスにより画像信号につき相関二重サンプリング
すると共に、自動利得制御も行っており、信号出力を所
定のレベルまで、信号振幅（最大レンジ）が例えばａ
（１．５）Ｖとなるように増幅する。
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【０００５】上記ＣＤＳ／ＡＧＣ回路６の出力を入力す
るように、プロセッサ装置側にはＡ／Ｄ変換器８が設け
られ、このＡ／Ｄ変換器８にＤＳＰ（Digital Signal P
rocessor）回路９が接続される。このＤＳＰ回路９は、
画像信号の各種の画像処理、例えばホワイトバランス、
ガンマ補正、輪郭補正等をデジタル処理しており、これ
によって良好な画像が形成される。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】ところで、近年の目覚
ましい技術発展により新しい技術に基づく電子デバイス
が市場に投入されており、電子内視鏡装置においてもこ
の新規投入のデバイス、例えば上記ＤＳＰ回路９等を新
しくした装置が設計、製作される。しかしながら、この
ような新タイプ（機種）の装置では、画像信号の処理形
式が従来と異なる場合があり、このような場合には、旧
タイプの電子スコープとの互換性がとれないという問題
がある。
【０００７】例えば図４において、電子スコープが旧タ
イプ、プロセッサ装置が新タイプのものであるとする
と、電子スコープ側のＣＤＳ／ＡＧＣ回路６から出力さ
れる画像信号の振幅（信号部分の最大レンジ）がａＶ
（例えば１．５Ｖ）となるのに対し、プロセッサ装置側
のＡ／Ｄ変換器８へ入力される信号に必要な振幅がｂＶ
（例えば２Ｖ）となる。
【０００８】即ち、ＣＣＤ２の画像信号出力電圧は、上
記抵抗Ｒ

1 
とＲ

3 
が同一となることから伝送線５を通す

ことにより１／２となり、この画像信号がＣＤＳ／ＡＧ
Ｃ回路６で増幅され、ＤＳＰ回路９でも所定の増幅処理
が行われた後、最終的な出力を規格上の振幅（電圧）、
例えば約０．７Ｖとなるように設定される。そして、旧
タイプの電子スコープでは、上記ＣＤＳ／ＡＧＣ回路６
の出力画像信号がａＶとなる。しかし、新タイプのプロ
セッサ装置においては、ＤＳＰ回路９等の処理形式が異
なることから、Ａ／Ｄ変換器８の入力信号の振幅として
ｂＶ（ａ＜ｂ）が必要となる。
【０００９】従って、新タイプのプロセッサ装置に旧タ
イプの電子スコープを接続することができず、むしろ従
来では、旧タイプの電子スコープを用いないように、誤
挿入誤動作の防止手段が採用されている。これでは、旧
タイプの電子スコープの利用が阻害されるし、新しい装
置の普及・促進もできないことになる。
【００１０】本発明は上記問題点に鑑みてなされたもの
であり、その目的は、新旧機種の互換性を確保し、旧タ
イプの電子内視鏡でも新タイプのプロセッサ装置に接続
可能となる電子内視鏡装置を提供することにある。
【００１１】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため
に、本発明に係る電子内視鏡装置は、撮像素子を有する
電子内視鏡を信号処理形式の異なるタイプのプロセッサ
装置に着脱自在に接続する電子内視鏡装置において、上
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記プロセッサ装置に、入力画像信号をオプティカルブラ
ックパルスによりクランプするクランプ回路と、このク
ランプ回路の出力を信号処理レンジ調整のために増幅す
る増幅回路と、この信号処理レンジ調整のための増幅を
選択的に切り換える切換え回路とを設け、信号処理形式
の異なるタイプの電子内視鏡が接続されたことを検出し
たときに、上記切換え回路により上記信号処理レンジの
調整を実行することを特徴とする。
【００１２】上記の構成によれば、例えば新タイプのプ
ロセッサ装置に旧タイプの電子内視鏡が接続されたこと
を検出すると、切換え回路により上記クランプ回路及び
増幅回路が選択される。このクランプ回路によれば、画
像信号の直流成分をカットして黒レベルを０Ｖに一致さ
せた画像信号が形成され、この画像信号が増幅回路で所
定の増幅率で増幅されることにより、新タイプに処理形
式に適合した信号振幅に変換される。一方、新タイプの
電子内視鏡が新タイプのプロセッサ装置に接続された場
合は、切換え回路は上記の増幅回路を選択しないことに
なり、電子内視鏡からの入力画像信号がそのままＡ／Ｄ
変換器を介してデジタル信号処理回路へ供給される。
【００１３】
【発明の実施の形態】図１には、実施形態例に係る電子
内視鏡装置の主要構成が示されており、これは旧タイプ
の電子スコープ（電子内視鏡）に新タイプのプロセッサ
装置を接続したものである。図１において、電子スコー
プ側には、図４で説明したＣＤＳ（相関二重サンプリン
グ）／ＡＧＣ（自動利得制御）回路６が配置され、この
ＣＤＳ／ＡＧＣ回路６の出力画像信号の振幅はａ（例え
ば１．５）Ｖとなっている。
【００１４】一方、新タイプのプロセッサ装置には、Ａ
／Ｄ変換器１１の前段において切換え回路１２を介して
ＤＣクランプ回路１３と３ｄＢ増幅用（ｂ／ａ倍に相当
する）で、２Ｖのレベルシフト機能付きのアンプ１４が
設けられており、このＤＣクランプ回路１３は参照電圧
設定回路１５の参照電圧とタイミングジェネレータから
入力されるＯＢＰ（Optical Black Pulse）に基づいて
画像信号をクランプする。上記切換え回路１２には、Ａ
／Ｄ変換器１１の入力部までのスルーラインＬが接続さ
れており、この切換え回路１２によりスルーラインＬと
クランプ回路１３及びアンプ１４のいずれかが選択でき
るようになっている。
【００１５】また、プロセッサ装置内にはマイコン１６
が設けられており、このマイコン１６は接続された電子
スコープが旧タイプか新タイプかを判定する。この判定
は、接続時に電子スコープから供給される識別情報を検
出することにより、又はＣＤＳ／ＡＧＣ回路６から入力
した画像信号の振幅（ａＶ）を検出すること等により行
うことができる。そして、この判定に基づいて上記マイ
コン１６は上記切換え回路１２を切り換え制御すること
になる。

4
【００１６】実施形態例は以上の構成からなり、その作
用を図２を参照しながら説明する。まず、新タイプのプ
ロセッサ装置に電子スコープが接続されると、マイコン
１６により電子スコープのタイプの検出、判定が行わ
れ、旧タイプであることが検出されたときは、切換え回
路１２によりＤＣクランプ回路１３とアンプ１４が選択
される。ここで、旧タイプの電子スコープ側のＣＤＳ／
ＡＧＣ回路６からは、図２（Ａ）に示される最大ａＶ振
幅の画像信号が供給されるが、この画像信号は０Ｖの位
置から２Ｖだけレベルシフトした信号となっている。
【００１７】この画像信号は、ＤＣクランプ回路１３に
供給されることにより、その黒レベル部分が図２（Ｂ）
に示されるＯＢＰによりクランプされ、図２（Ｃ）に示
されるように、０Ｖに黒レベル部分が一致した信号に変
換される。次に、アンプ１４を通ることにより、図２
（Ｄ）に示されるように、信号振幅が例えば３ｄＢ程度
（ｂ／ａ倍）に増幅され、その後に２Ｖのレベルシフト
が行われる。従って、このクランプ及び増幅によれば、
振幅が最大ｂＶで、０電位レベルから２Ｖ分底上げされ
た信号が形成され、新タイプの処理形式に合った画像信
号が得られることになる。
【００１８】そして、この画像信号は図２（Ａ）のＣＤ
Ｓ／ＡＧＣ回路６の出力を単に増幅（ｂ／ａ倍）したも
のとは異なり、色再現性の高い信号となる。即ち、図２
（Ａ）のＣＤＳ／ＡＧＣ回路６の出力は、０Ｖから２Ｖ
分底上げされた信号であり、これをそのまま増幅した場
合は黒レベルの電圧も増幅され、基準位置が狂うことか
ら増幅出力の色再現性が悪くなる。しかし、本発明で
は、ＤＣクランプ回路１３にて画像信号の黒レベルを一
旦０電位まで落とし、この画像信号を増幅しており、こ
れによって画像信号の色情報を線形的に正確に増幅する
ことができ、高い色再現性が得られることになる。
【００１９】一方、上記マイコン１６により接続の電子
スコープがプロセッサ装置と同一の新タイプであること
が検出されたときは、切換え回路１２によりスルーライ
ンＬを選択する。この場合は、新タイプの電子スコープ
のＣＤＳ／ＡＧＣ回路６から振幅ｂＶの画像信号が出力
されるので、この画像信号をそのままＡ／Ｄ変換器１１
を介してＤＳＰ回路へ供給することになる。
【００２０】図３には、他の実施形態例が示されてお
り、これは増幅回路の増幅率を切り替えられるようにし
たものである。即ち、ＤＣクランプ回路１３の後段に接
続された増幅回路（２Ｖレベルシフト機能付き）１８
は、増幅率を変える抵抗Ｒ

4 
，Ｒ

5 
が接続されたアンプ

部１９と上記抵抗Ｒ
4 
，Ｒ

5 
を切り換える切換え回路２

０から構成され、抵抗Ｒ
4 
を選択したときは０ｄＢの増

幅、抵抗Ｒ
5 
を選択したときは３ｄＢの信号増幅が得ら

れるようになっている。
【００２１】従って、この例では、マイコン１６に基づ
く切換え回路２０の切換え制御により、旧タイプの電子
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スコープが接続されたときは抵抗Ｒ

5 
を選択し、ＤＣク

ランプ回路１３の出力をｂ／ａ倍増幅し、振幅ｂＶの画
像信号を得ることができる。一方、新タイプの電子スコ
ープが接続されたときは、抵抗Ｒ

4 
を選択することによ

り、クランプした画像信号を増幅しないでＡ／Ｄ変換器
１１へ出力することになる。これによっても、新旧の電
子スコープに対する互換性を確保することができる。
【００２２】また、図３の回路を利用して複数の増幅率
を設定し、複数タイプの電子スコープに対する互換性を
確保することもできる。即ち、図３の増幅回路１８にお
いて抵抗Ｒ

4 
，Ｒ

5 
を含んで増幅率を変えるためのｎ個

の抵抗Ｒ
ｎ 
を設け、これらの抵抗Ｒ

ｎ 
を切り換えるこ

とにより、複数の電子スコープの出力振幅を新タイプの
形式に合わせることが可能となる。更に、上記図１の構
成において図３の増幅回路１８を用いることにより、複
数タイプの電子スコープとの間で互換性を維持すること
もできる。
【００２３】
【発明の効果】以上説明したように、本発明によれば、
新タイプのプロセッサ装置に、クランプ回路と切換え回
路により選択できる増幅回路を設け、旧タイプの電子内*

6
*視鏡が接続されたときに、画像信号をクランプした後に
増幅して信号処理レンジの調整を行うようにしたので、
新旧機種の互換性が確保され、旧タイプの電子内視鏡を
新タイプのプロセッサ装置に接続して使用することが可
能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態例に係る電子内視鏡装置の主
要構成を示すブロック図である。
【図２】実施形態例の信号処理を示す波形図である。
【図３】実施形態の他の例の構成を示すブロック回路図
である。
【図４】従来の電子内視鏡装置の構成を示すブロック回
路図である。
【符号の説明】
２  …  ＣＣＤ、６  …  ＣＤＳ（相関二重サンプリン
グ）／ＡＧＣ（自動利得制御）回路、９  …  ＤＳＰ
（デジタルシグナルプロセッサ）、１２，２０  …  切
換え回路、１３  …  ＤＣクランプ回路、１４  …  ア
ンプ、    １６  …  マイコン、１８  …  増幅回路、
Ｒ
1 
～Ｒ

5 
，Ｒ

n 
  …  抵抗。

【図１】

【図２】 【図３】
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